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機 業 家 の 職 業 経:歴と階 層 構 成
高 橋 伸 一
1.西 陣機業 と西陣地域
西陣織 とは京都西陣より産す る織物である。
単に生産地 としての 「西陣」 とい う呼び方を織
物の名称にして用いられ るのではない。伝統産
業 として,深 い歴史的な地域社会 「西陣」 との
かかわ りにおいてその名は用い られている。
西陣機業の特質は,個 々の機業の零細性 と製
造工程の社会的分業化 ・専門化にあるといわれ
る。 このような特質の形成要因は,日本の繊維
産業の二重構造1)の特徴にあることはもちろん
であるが,複雑な流通システム2)による機業支
配 と,土着的な地域性 とが景気変動の危険性を
分散 させ るために,分業化を進展 させ,そ れ ら
の結果の反映であるといえよう。
さて,前述のような西陣機業の特質が空間的
に投影 されたとき,そ こに 「西陣地域」ができ
あが る。その意味で 「西陣地域」 とは,ま ち全
体が一つの大 きな工場のような性格をもつ と思
われ る。 この 「工場」は1,500人の社長(織元・
自前業者)と8,000軒の分小場(賃機業)を中心
に,約3万 人の関連業者を系列化 させ,昭 和55
年で2,600億円の出荷額を誇っている。
それでは 「西陣地域」 とはどの範囲を意味す
るのであろうか。範囲の規定 は,「工場」であ
るだけに重要なものであるが,現 在の ところ共
通 した理解はみていない。範囲が明確に されて
いない理由はいろいろあるが,一 般的には大都
市の一画であって,か って一度 も行政上の区画
としては存在 しなかったこと,加えて,戦 後は
「西陣機業」の外延化 と出機の拡散により主要
な機業配置が分散 された ことなどに よる。 ま
た,研究面においても,従来の多 くの西陣研究
は経済史ないしは経済学の立場か ら,西陣機業
と西陣関連産業の研究に焦点があてられ,地域
社会 と西陣機業の関連 とが統一的に研究される
ことが少なかった3)。などが考えられる。
そこで,従来の 「西陣地域」規定から考 えて
みよう。 範囲を あらわす 方法には 大別して三
つある。第一は,東西,南 北に整備 されている
「通 り」の名称で範囲を表わす もの,第二は,
明治維新以来京都市民に 親 しまれて いる 「学
区」4)で表わす もの,そ して三つ目は,ば く然
と地図に斜線で上京区と北区の一部を囲む方法
である。三つの方法はそれぞれ基準を異にして
お り,当然その結果として範囲に差異が生 じて
くる。また,それぞれの方法においても,狭広
義の差があり,研究者によって 「西陣地域」は
各人各様であるといえる。 ・
第一の方法,す なわち 「通 り」の名称であら
わす方法は区域が明確であり,誰にでもすぐ理
解できる長所がある。 この方法の基準には機業
者,関連業者等の分布域5)を考えているものが
多い。松下隆章氏は,「西陣とは 東は室町通,
南は出水通,西 は御前通,北 は大宮頭 まで」6)
と考え,松本通晴氏は松下氏のそれよりやや広
くて,東 は堀川通,南 は丸太町通,西 は西大路
通,北 は北大路通で囲まれた地域を 「西陣」と
する7)。また,「新 しい西陣づくり計画審議会」
(代表 黒松巌)の規定では,東 を鳥丸通,南 は
丸太町通,西 は紙屋川,北 は北大路通としてい
る8)。それぞれの範囲には相当な 開ぎが ある
が,そ れらの最 も広い地域を図示すれば図1の
区域である(次頁の機業集中地域)。'
学区を中心 とす る第二の方法は,業 者の集中
を学区ごとの統計で分析し,加えて機業の歴史
性,町 の特質を加える点で第一の方法に比べ る
とよりデーターの量は増えるが,地域的にはや
や明確性を欠 く。奥村達夫氏は,西陣織物の歴
史性 と近隣集団の質を基準に,①西陣織物を集
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図1西 陣 地 域 の 範 囲
驪 西陣黝 轣 蚰 に営んでいる学区
驪 西陣鰈 の集中している学区
約的に営んでいる地域 として上京区を中心 とす
る16の学区を西陣 と規定し,その中で も特に,
②西陣織物を歴史的に 営んでいる地域,「俗に
い う,ほんまの西陣」 として乾隆,成逸,西
陣,桃 薗,嘉 楽の5学区を規定 している9)。
第三の方法では,広原盛明氏のように「千本今
出川 を中心 とした半径1肋 の円内」1°)としたり,
西陣織物工業組合のように,今 までの範囲は北
は北大路通までとしていたが,戦 後急速に拡大
された北区の衣笠,待 鳳,紫 竹等の学区までを
含んだ地域をあい昧に 「西陣」と呼ぶ ものであ
る11)。
以上,「西陣地域」の範囲の代表的な考えを
紹介 したが,そ の どれ もが十分な説得力を もつ
ものではない。筆者は,社会学的には京都市の
学区制を中心に範囲を規定す るべ きだと考える
が,そ の指標 とす るデーターは単に業者の密集
度12)だけでなく,業者の形態にも着目しなけれ
ばならないと考える。その意味では,学区ごと
の業種別(帯,着尺,ネ クタイ等),形態別(織
元,自 前業者,賃織業者)の 分布状況が精密に
調査されねば,地域の規定は,むずか しい とい
わねばならない。すなわち 「西陣地域」は,そ
れを構成する各学区,各町の機業特質をそれぞ
れ規定し,それ らを総合的に分析す ることによ
って初めて 「西陣地域」の社会学的規定が可能
に なってくるし,逆に地域の規定が なされれ
ば,西陣研究の課題は一定明らかにされた とも
いえるのである。
次に,上記のような機業の形態ごとの特質を
明確にするため,階層構成を検討 してみる。
2.西 陣の階層移動
西陣では 「織屋で三代続 くことが少ない」 と
か 「できものと織屋は大 きくなればつぶれ る」
とかいわれてきた。それだけに,経営哲学 とし
て 「商いは牛のよだれ」とか 「こうとな商法」
が尊重 されてきた。これらのモッ トー の背景に
は西陣機業の階層的流動性,す なわち ミ浮 き沈
み崇の激しい業界の実態が象徴 されているかの
ようであるが,は たしてそうであろうか。確か
に,織物産業は景気変動の影響 をまともに受け
やすい一面がある。また,桐生,足 利,結 城,
上田,博多などの全国の機業地との競争に勝 ち
抜 き,優秀な 技術 と図案の センスを誇 るだけ
に,内部でも競争 と陶汰13'がはげしく展開され
て今日に至っていることは十分に推測できる。
「西陣機業調査」においても,調査対象機業者
の転廃業,住 所不明などの件数が少ないi数では
ないことによって も14),階層的流動性の著 しい
ことが理角罕されよう。
しかし,「西陣地域」の特色を みてみると,
「義理の共同体」15)といわれるように,伝 統的
な地域共同体の生活様式を残している大都市で
あり,市民の定着性と機業の凝集性から ミムラ
的ミであるといわれる。中條氏は,こ のような
西陣の地域特性か ら 「地理的,職業的移動 も少
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なければ,家運の浮 き沈みも比較的少ない,い
わば水平的垂直的移動のはげしくない停滞的ふ
ん囲気は町のすみずみにしみついて,くずれそ
うもない。思想や感情は等質的であり,西陣人
は地域集団の中に,個性を埋没 させている。」16)
と規定する。すなわち,機業 と地域 との相互規
定は,全体 とLて一つの完結体をなし,階層的
固定性を著 しくするというのである。、
一方,松本氏は,「西陣地域」のムラ的性格,
土着性を認め,そ の土着性が西陣機業の存続 を
規定す るものとしなが らも,それ らは 「ただち
に階層的固定性 も意味するものではない」17).と
いう。具体的に,戦後機業者の上昇と没落の事
例をあげ,「すぐれた 『図 柄』・『センス』は,
成功 を 決定的にして いるのである。 そのため
賃機業者 も一躍西陣の最高位にたつことができ
る」18)とし,今 日の西陣の階層的流動性の著 し
いことを明言 している。確かに,西陣における
機業家の主な役割は 「非常に優れたデザインの
選択力」 と 「そのデザインの織への表現力」に
あることは事実である。,しか し,松本氏のこの
ような 考えには多少の論理的矛盾が 感 じられ
る。機業 と地域が一体であり,地域が停滞的で
あれば必然的に機業の階層は固定的であらねば
ならない0ま た,機業の浮沈が活発であり,上
昇者 と下降者が 多 く発生するようで あるな ら
ば,蠱地域社会において封鎖的,排他的であって,
「些細なことまで も人々に知れわたる風土」19)
は存在するのであろ うか。
また,松 本氏 の言われる 「す ぐれた 図柄」
「センス」は単にアイデア的な ものではない。
顧客の好み,時 代のファッション性を加味した
「図柄」は,デザイン的な基礎,そ して美術史を
認識 した ところか ら創造 されるものであ り,製
織技術 を専門とする賃織層に そうした 「セン
ス」を期待す ることは困難でなかろうか。
さて,今 まで述べてきた西陣の階層移動は,
西陣機業における織元と賃織業者(出機)を 階
層の代表的なもの とすることを前提 としていた
が,以 下においては機業の形態を検討 し,つい
で西陣における階層移動を明らかにしたい。
(1)戦前の階層構造
西陣機業がマニュファクチュア段階に入 った
のは明治20年代であるといわれる2°)。この時期
には比較的大規模のマニュファクチュア経営 も
あらわれ,新興の織物部門では力織機化による
工場制工業 も現 われ ている。 しかし,「固有西
陣」といわれる帯地 ・着尺部門においては力織
機化は進んでいない。 この部門における力織機
化は第一次大戦後の大正8,9年からはじまる。
本庄栄治郎氏は,明治末か ら大正にかけて,
いまだ力織機化がすすまないこの時期を,問屋
の機業家支配が強いことに着目して,次 のよう
に機業 を区分 した21)。
A,独 立的機業者B従 属的機業者 一
イ)自営機業家 ハ)賃 織業者
ロ)織 元 二)仕入機業者
イ)の 自営機業家とは,職工徒弟を使用 し,
みずか らも直接に織機を操作 し,生産に従事す
る機業家である。このタイフ゜には,多数の織機
を運転 し,大規模に生産す る工場制 と,自宅に
おいて家族,も しくは少数の補助者 と小規模に
生産を営む自宅制とがある。
ロ)の織元とは,自己の工場によって直接に
製織をせず,他 の機業者に出機 し,も しくは仕
入機をしているもの'O
ハ)の賃織業者とは,織元か ら原料 と機具を
受けて,自宅 において製織に従事 し,これに対
して一定の工賃を受けとるもの。
二)の仕入機業者とは,原料のみを織元より
供給せられ,機業者が直接加工,製 織 して織元
に売渡す。糸代金との差額を受けとる。
これ らの関係を図解 したものは下のようにな
る◎
西 陣 機 業 の 形 態
(技術的従業者)(商業的従事者)醗 繕)(縷 薯)
上 仲 買一
F⑳自営機業家→
一 ⑭鰓 炉機7〔雛 鶏1灘
一⑳自営纖 元{雛驫飜
〔備考〕 ⑭は買取制,① は賃銀制を示す。
本庄栄治郎,前掲書,377頁。
一3?一
本庄氏の区分は,織機の問屋 て仲買)へ の従
属性をあらわす振機(機 業家は任意に製品を仲
買に売却することができる)と伏機(機 業家と
仲買との間における,製品一手販売の特約を結
んでいる)の存在,す なわち問屋制家内工業と
しての西陣における機業者の独立性を基準にし
た ものということができる。原料 としての糸の
供給 と,流通 魚販売のルー トを完全に支配22)さ
れていた西陣機業家は,自営機業,織 元といっ
た独立的機業家にせよ,それは賃機なり仕入機
と同じく 「技術的従業者」で あ り,「商業的従
業者」である上仲買 ・下仲買 といった問屋に対
しては被支配下にあったといえよう。それゆえ
に,織元に従属する仕入機業者 といえども仲買
との取引きを行ない自営機業家層に上昇するこ
ともそれほど困難ではない し,一方自営機業家
といえども,賃織業者への転落といった下降移
動 もありうるわけである。表1に み られるよう
に,自営機業家層はその規模において,10人以
上の織工を雇用する 「工場制」と,それ以下の
家族従業的 「自宅制」に よっ て構成 される。
、厂工場制」は200軒前後にすぎないし,その数
は減少の傾向が うかがえる。独立的機業家とい
えども,その大部分(9割)は 「自宅制」と称
される家族従業,零 細的機業であることがわか
表1機 業 戸 数
賃織 及 び
仕入機制度
る。先述 した自営機業家層の不安定性はこの統
計によって も実証 されよう。また,独立的機業
家を構成する 「織元」であるが,こ れ も 「工場
制」と同じく数的には200軒前後であるが,そ
の数は増加の傾向が うかがえる(明治43年の930
は誤植かと思われる)。
西陣機業の発展は,織機台数の増加によって
・知れ るが,.明治から大正にかけての発展は,賃
織業者の増加によるものであることがわか る。
以上をまとめてみると,商業資本に従属す る
西陣機業家は,基本的には問屋制家内工業の特
徴を固定化 し,機業の階層分化は十分に達成 さ
れず,零 細な独立機業家と従属的な賃織機業者
は明確な階層区分は存在せず23),相互に移動,
すなわち階層的流動性はその意味において著 し
かったと考えられる。
なお,商業資本の機業家への優位性は戦時中
の統制経済 まで継承 されたと考えられ る。 この
ことか ら,機業家の階層的不安定的 ・流動性は
明治末から大正,昭 和の統制経済まで基本的に
維持 されたと考える24)。
明治
39年
40年
41年
42年
43年
44年
大正
元年
2年
自営機業制度
工剔 皖制
戸
312
284
290
305
275
265
284
141
戸
:・:
1,757
1,664
1,793
1,864
2,074
2,130
1,781
織元 「賃鰈
戸
111
134
171
203
930
295
242
241
戸
4,279
4,658
4,963
5,330
6,565
7,768
8,470
::.
会 計
戸
6,570
6,833
1....
7,631
9,634;
10,402
11,126
11,049
賃機率
65
68
70
69
68
74
76
80
Op
〔備考〕 工場とは,10人以上の職工を有するもの,
自宅制とは,主 として家族従事を中心に10入
未満によるもの○
本庄栄治郎 『三都の研究』清文堂,1972年,
467頁,「本庄栄治郎著作集」第7册 。
(2)戦後の階層構造
戦前の機業家が商業資本に対 し総体的に従属
的であり,問屋制家内工業 としての零細性 と巧
妙な問屋の機業支配により,階層的流動性が著
しかったが,昭 和15年からの統制経済 と敗戦後
の混乱,インフレーションといった激動の中で,
「ガチャマン」25)景気 といわれ る時代が訪れ,
一時は小 さい織元にも景気がつけられた。昭和
23年当時の機業構造では,織元及び自営業者は
約3,000,賃機業者は約3,600といわれ,イ ン
フレの波に乗って小織元が筍のように群生 した
ことがわかる26)。
その後,本 格的な機業の統計調査が行なわれ
たのは,昭和30年の西陣機業調査委員会による
「第一次西陣機業調査」である。 この調査では
旧上京区全域に散在する機業を聞き込みによっ
て探索 している。それら機業の規模別業態別業
者軒数を表わ したものが表2で ある。
この調査では機業形態を 出機のみを持つ 織
元,内 機 と出機の両方を持つ織元(戦 前の機業
形態では織元に入れず 自営機業に該当),自前
業者(同 じく戦前は 自営機業に該当),一部 自
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前 ・一部賃機業者,賃 機業者の5つ に区分して
いる。この30年においても,戦前とよく似た階
層構造がうかがわれる。すなわち,戦前におけ
る自営機業(自 宅制)に あたる自前業者の存在
である。 しかし,表3に み られるように,そ の
後 自前業者は減少 していった。この階層の分化
が進展 していったと考えられる27>。
結論を少 しいそぎすぎたようだ。論者は戦前
と戦後の機業の階層 を,機業形態で もってあら
わそうと試みたが,機業形態 を今一度整理 して
おかねばならないようだ。
中條氏は昭和30年ごろの業者の形態を次の4
つに分ける28)。
1)産業資本家……川島,い つ くらなど工場を
有し,雇用労働者(主 として女子織工)を 使
用する。原糸 より製織まで一貫作業設備を有
し,主 として新興織物,着 尺部門であり,力
織機が大部分である。 この うち新興織物部門
は西陣機業中,最 も非西陣的,非 伝統的性格
をもつ。
2)織元……自己の工場設備を所有 しない製織
業者である。
3)自営業者(自前業者)……出機をもたず,内
機(自 前機)の みをもつ。家族従業者または
雇用労働者(職工)を 使用 して自己の工場で
製織する。機台数5台 未満の零細な業者が多
い。単に機屋 ともいう。
4)賃機業者(賃機屋,賃 機労働者)……織元に
従属 して自宅に機台を備え,製織する。出機
とも呼ぶ。自営業者は,一応生活水準を保っ
ているが,賃機屋はピンからキ リまである。
この他に,中條氏は,出 機をもつとともに内
機 も,もっている業者を,織元 と自営の中間的
形態 として考え,一応,織 元と考えている29)。
はたして,織元の特質として内機 と出機 と両方
を備えているのが典型的形態なのか,そ れとも
中條氏のように,自己の工場設備を所有しない
製織業者を織元の基本形態 とするのか問題であ
表2規 模 別 業 態 別 業 者 軒 数 ()内 は構成比(%)
羸ぐ
1～4
5～9
1019
20.49
50-99
100以上
台
織 元
出機のみi出 機と内機
軒
25(0.5)
32(5.9)
24(10.1)
29(21.2)
7(24.1)
3(37.5)
軒
56(1.2)
158(29.2)
112(47.1)
65(47.4)
16(55.2)
3(37.5)
自前業 者
軒1
,055(22,5)
261(48.3)
97(40.7)
43(31.4)
6(20.7)
2(25.0)
一 部 自 前
一部賃織業者
軒
68(1.5)
11(2.0)
1(0.4)
賃 機 業 者
軒
3,478(74.2)
79(14,6)
4(1.7)
計
軒
4,682(83,1)
541(9.6)
238(4.2)
137(2.5)
29(0.5)
8(0.1)
計 120(2.1)1410(7.3)1,464(26.0)180(1.4)3,561(63.2)15,635(100.0)
〔資料〕 「西陣機業の生産構造」第一次西陣機業調査,昭 和30年,2頁。
表3機 業 形 態 別 業 者 軒 数 の 推 移 ()内は構成比(%)
昭3・ 陣33・ 【 昭35・【 昭37 昭41 昭44 昭47 昭50 昭53
自前(内機のみ)
織元{1欝.
そ の 他
計
1,464
(70.6)
120
(5.S)
410
(19.8)
80
(3.9)
2,074
(100.0)
1.854 1,506
583
(45.3)
131
(10.2)
567
(44.5)
1,284
(100.0)
382
(32.9)
197
(17.0)
559
(48.1)
23
(2.0)
1,161
(100.0)
333
(29.2)
235
(20.6)
552
(48.3)
22
1.9)
1,142
(100.0)
282
(25.1)
267
(23.8)
571
(50.9)
2
(0.2)
1,122
(100.o)
267
(23.6)
273
(24,1)
583
(51.6)
6
(0.5)
1,129
(100。0)
235
(21.3)
354
(32.2)
504
(45.8)
S
(0.7)
1,101
(100.0)
〔注〕1.「西陣機業調査」第一次～第九次の報告書から作成。
2・*昭和33,35年の調査では調査項目に入っていない。
一39一
る。たしかに,本庄氏の戦前の機業区分では織
元の基本は出機業者に対応す るものであり,中
産階級 としての初期の家内工業的機業者が階層
分化し,一方に工場が,他方に織元一賃機 とい
った問屋制家内工業が展開す ると考えられ,そ
の意味において織元は商人的存在 とな り,内機
を所有 して工場制的支配 を形成するものを区分
す るのは正 しい と考えられよう。しかし,戦後
の西陣は基本的には流通部門,す なわち商業資
本か らの支配をそれほど強 く受ける生産構造で
はな くなった。むしろ,流通面に接触 し需要動
向をいち早 く分析 し,それを製織に生かしてい
く経営能力が要求 され るようになってきた。一
方,賃 織屋 も手機であれば,ま だ騒音 もそれほ
ど問題にはな らない,し,スペース もとられない
が,力 織機の普及によりJ自宅での賃織では生
活様式 の変化に ついていけ な くな り,織元に
「工場」(集団作業場的な意味)を希望する賃織
屋が増加 した。こうした状況では戦前のように
内機をつくらなくてもやっていける条件がな く
なり,内機 と出機の両方を所有する形態が織元
の中心3°)であると考えられ る。織機を備える場
所は移動して も,賃金体系,労 働条件は内機 と
出機では変化はないのが一般的である31)。ある
企業(織元)は内機の基準を出機に適用するし,
逆に出機の基準 をそのまま内機に もち込んだ場
合 もある。"、 ・,
以上をまとめれば,戦前から戦後への変動の
過程で,機業者の形態は変化 してきた。戦後の
形態 としては,そ の頂点にほんのi数社の産業資
本家,内機 と出機を併有する織元,内機(自 前
機)の みをもつ自営業者,そ して賃機業者の4
層から西陣機業 は形成 されて いると考え られ
る。しかし,昭和30年代の自営業者層の分解の
進展により,基本的には機業家(織 元)層 と賃
織層に二極化してきた。その結果,戦前から戦
後の混乱期にみられたような賃織業者の織元へ
の上昇移動,織 元の賃織業者への下降移動とい
った階層的流動性は低下を示 した。このような
階層分化を図で示 したものが図2で ある。
近年の不況では,基本的に織元に従属す る賃
織(出機)、と織工(内 機)は ますます,そ の労
表4従 業者数による規模別企業数
(昭和53年)()内 は構成比(00)
5人 以 下
6～20人
21～50人
51～100人
101～300人
301入以 上
589(53.4)
386(35.1)
87(7.9)
24(2.2)
12(1.1)
3(0.3)
計 1,101(100.0)
〔注〕 従業者数は,内機と市内出機の合計。
図2西 陣織物における階層文化のフレーム
一 支配の方向を意昧する
一一→レ形 態 の変 化 を意 味 す る
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表5規 模 別 企 業 数(昭和53年) ()内 は構成比(%)
A B C D E F 計
企 業 数
専 業 率*
劃
昭41
昭44
昭47
昭50
212(19.3)
97.2
360(31.0)
289(25.3)
250(22.3)
256(22.7)
160(14.5)
92.5
212(18.3)
196(17,2)
193(17.2)
201(17.8)
386(35.1)
91.7
329(28.3)
366(32.0)
352(31.4)
352(31.2)
167(15.2)
::.
1 0(11.2)
138(12.1)
1 2(12.7)
158(14.0}
119(10.8)
81.5
79(6.8)
104(9.1)
124(11.0)
1 7(9.5)
57(5.2)
77.2
51(4.4)
49(4.3)
61(5.4)
55(4.9)
1,101(100.0)
90.6
1,161(100.0)
1,142(100.0)
1,122(100.0)
1,129(100●0)
〔注 〕1.AO.5～5.0台 規 模"B5.5～10.0台 規 模C10.5～30.0台 規模
D30.5～50.0台規 模E50,5～100.0台 規 模F100.5台 以 上 規 模
2.*印の 専 業率 は各 規 模 の 企 業 数 に 占め る専 業 数 の割 合 。
,3.織 機 台 数 の算 定 は,小 巾 力織 機 に 換 算 し,広 巾 ・並 巾 力,織 機1台 を2台,小 巾力 織 機 を1台,
手 機 を0.5台 と して計 算 して い る。
表6昭 和55年度 西陣織物業者(法人)高額所得一覧(帯地中心)
昭和55年4月か ら56年3月末までk決 算を終えた年額6千万円以上の企業(単 位 千円)
会 社 名 隙 期[所 得 劉1会 社 名1決 剿 所 得 額
㈱ 川 島 織 物
㈱ じ ゅ らく工 芸 織
と な み 織 物 ㈱
渡 文 ㈱
高 島 織 物 ㈱
と み や 織 物 ㈱
㈱ 池 口
い つ く ら ㈱
岡 文 織 物 ㈱
㈱ じ ゅ ら く
宮 田 織 物 ㈱
'㈱ ひ な や
河 合 美 術 織 物 ㈱
㈱ 辻 梅 機 業 店
山 下 織 物 ㈱
㈱ 西 陣 ま い つ る
㈱ 山 喜 織 物
㈱ 橋 本 テ ル 織 物
池 口 工 芸 織 物 ㈱
野 村 織 物 ㈱
加 納 ㈱
河 村 織 物 ㈱
紫 紘 工 芸 ㈱
㈱ 龍 村 美 術 織 物
精 華 織 物 ㈱
㈱ 浅 野 織 屋
吉 村 織 物 ㈱
丸 栄 織 物 ㈱
加 納 ㈱
4月
10月
1月
1月
10月
2月
3月
3月
4月
4月
2月
1月
2月
12月
11月
11月
3月
12月
3月
1月
4月
3月
4月
4月
1月
11月
12月
1月
1月
千円
1,950,837
759,040
604,658
563,243
524,798
492,899
371,691
342,516
316,182
306,061
256,711
234,539
229,316
212,622
203,753
191,042
187,628
182,992
182,560
161,245
157,743
152,745
145,616
133,156
132,550
130,410
130,015
129,328
128,554
杉 織 ㈱
田 原 静 織 物 ㈱
泰 生 織 物 ㈱
米 田 織 物 ㈱
村 田 織 物 ㈱
上 島 織 物 ㈱
山 勝 織 物 ㈱
㈱ 安 岡 織 物
㈱ 三 栄 織 物
吉 村 機 業 ㈱
㈱ 田 原 大
㈱ 山 城 機 業 店
滋 賀 喜 織 物 ㈱
河 芳 織 物 ㈲
紫 紘 ㈱
五 匠 織 物 ㈱
㈲ 清 水 機 業 店
洛 陽 織 物 ㈱
㈲ せ い つ 織 物
河 瀬 万 織 物 ㈱
い つ く ら織 物 ㈱
㈲ 華 陽
東 京 紫 紘 ㈱
㈱ 織 匠 井 上
国 定 織 物 ㈱
胡 琴 織 物 ㈱
㈱ 黒 瀬 織
丸 永 織 物 ㈱
12月
2月
1月
9月
2月
12月
7月
3月
2月
5月
2月
4月
2月
2月
6月
2月
3月
12月
7月
9月
3月
6月
6月
4月
2月
11月
5月
.7月
千 円
lis,906
114,295
111,353
107,489
105,481
102,521
102,437
10i,467
95,430
95,242
94,382
ぽ94
,037
80,068
79,078
78,705
77,754
74,440
72,310
72,151
70,660
68,631
66,651
66,615
63,317
63,163
61,822
61,690
60,395
〔資料 〕 全 西 陣賃 織 組 合 ニ ュ ー スNo.38.(昭和56年8月15日)。
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図3資 本金別企業数と構成比(昭和53年)
〔注 〕 個 人 経 営546(49.5°o)企業 で あ る。
働条件は低 くお さえられつつ,内機 と出機の階
層内移動は増大す ると思われ る。
それでは,西 陣機業 と 「西陣地域」を支配 し
ている織元階層は量的にどれ くらいになるので
あろうか。 ここでは,織 元を概念的に規定 した
機業形態に加え,従業者i数,資本金,織 機所有
台数,法 人所得を参考にして推測 してみよう。
表4の 従業者数でみると,21人以上で126企
業 とな る。 しか し,この従業者数には市内の出
機は算入 されているが,市 外のそれは除外 され
ているので,市外に多 く出機 を所有す る企業を
加えねばならないので,そ うす ると150企業ほ
どが,織 元層 と考えられ,他 の950企業は賃機
的な自営業 と考えられる。表5の 織機台数別で
は,一般的に個人が管理できる織機は約30台と
されているので,個人経営的織屋の域を越える
とすれ鶴 約60台の所有と考えねばならない。
表では50台以上の規模 となるが,そ うすれば
176企業が織元に該当する。しかし,織機台数
の計算は手織機 と力織機では設備費は1:10ほ
どであり,表のように1:2で 計算 していいの
かやや疑問がある。資本金では個人経営は除外
されるが,1,000万以上の資本金 とすれば,137
企業が該当す る。最後に法人所得額でみると,
4千万円以上で150企業 となる(表6では 年額
6,000万以上の企業を掲載した)。
以上のことから,まだ仮説の段階であるが,
織元の数はおおよそ150～200ぐらいでなかろう
か。
次節において,これ ら織元の職業経歴を事例
研究法により分析 し,西陣機業家の階層性を明
確に したい。
3.機 業家の事例研究
(1)調査の方法と対象
調査事項一 面接による聴 きとり調査法によ
ったが,調 査事項は,1)パ ーソナル ・ライフ
ヒス トリー,2)企 業史,3)縄 営スタッフの
構造,を 内容 とした。
調査経過一 この面接調査は,1981年の11月
に行なった。予備調査 として,京都市伝統産業
課,西 陣織物工業組合,西 陣賃織組合,全 西陣
織物労働組合を訪問し,西陣機業の概観を得,
調査内容 を構成 した。予備調査には筆谷研究所
長以下,西 陣研究スタッフが参加 したが,本 面
接調査1こ対す る企画構成の一切の責任は面接者
にある。面接は調査の統一を画す るために高橋
が行なった。なお,面接に当たってテープレコ
ダーを使用 した。
(2)調 査 の 目 的
この調査の目的は,西陣機業の経営者の生活
史を中心に,経営者の側面から西陣機業の変遷
と地域社会 との関連を,事例研究法によ り明 ら
かにしようとす るものである。複雑な機業の製
織工程 と織元一出機 ・内機関係を総合的に把握
す るには,まず個々の経営体の詳細な資料の収
集 と分析か ら出発することが,か な り有効な方
法であると考えたか らである。
西陣機業の零細な家内工業的な特質は,伝 統
性 と地域の土着性(定 着性)と が交錯しあい,
インフォメーションの網が広 くはりめぐらされ
て,些細な事までも人々に知れわたる 「ムラ」
的風土が,西 陣織の機業競争を刺激 し,機業を
発展 させていく。それは,い たるところで生活
の場 と仕事の場は,ま ち全体の レヴュルはもち
ろん,個 々の住宅においても職住一体化 された
生活が展開 されてきたことに象徴 されよう。西
陣の特質を 「職住一体」 とみるならば,職 歴 と
住歴を トー タルに考察す る生活歴研究の方法は
意義深いといわねばならない。
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さらに,西 陣の階層構造を展望す る場合,経
営者層の社会移動を事例研究的に分析す ること
により,その背景 となっている西陣地域の伝統
的文化の規定がさらに一層明確に反映 されてい
ることが予測される。
以下に おいて,著午 の事例研究を紹介す る
が,こ こで紹介する事例は調査事例の全てで
はない。'他の事例の紹介は別の機会に行ないた
い。
事 例研究1一 中織元 ・内機中心一
1)企業の概要
対象企業は,手織機で帯 を製織,年 間出荷額
約5億 円(昭和55年度決算),従業員i数80名(営
業事務関係10名,織工70名),工場数三ケ所(京
都市内2,兵庫1),織機台数67台の内機 と9軒
の出機は全て手織機,創 業は戦前からで,初代
(現在の会長)は 出機17軒の織元。社長は二代
目である。昭和39年に個人経営か ら株式会社に
かえ,同年から内機開始す る。初めは5台であ
ったが,40年に新工場設立,44年に西陣の中心
部(現 在の本社敷地)に 約300坪の 家屋土地購
入。さらに47年には兵庫県にも工場を設立。こ
の40年代は日本経済の 「高成長期」であり,和
装 ブームがおこっていた。本企業の拡張の達成
は,優れた意匠 と経営能力に負 うところが大で
あろうが,対 象者(社 長)の 言葉に従がえば,
「つくればなんで も売れた時代どした1と いっ
た経済状況がプラスしたことは無視できない。
2)対象者の生活歴
仮 りに,対象者をM氏 と呼ぶ。M氏 は現在45
歳である。職業的ライフ 。ステージ32)からいえ
ば,探索期,自 立期を終えて安定期にある年齢
であるが,丁稚奉公から出発,M氏 の今の経営
者 ・織元としての社会的地位は,ま さに安定期
そのものと思われる。
M氏 は,昭和11年に京都市北区において,綿
糸の さらし業を営なんでいた家の次男 として生
まれた。8歳年上の兄 と4歳上の姉の三人兄姉
で あった。28年に市内の公立高校を卒業する
時,父 親から 「国立大学に失敗 したら西陣の丁
稚奉公だぞ」と約束 させられていたので,高卒
と同時に現在の会長の経営す る機屋(織元,出
機17軒)に勤務す る くM氏は通勤で あったが,
「丁稚奉公」という言葉を使っている)。
この丁稚奉公に際しては,M氏 の父親の知人
(市会議員仲問)に,西 陣で著名な機業家,山
口伊太郎氏33)があ り,その山口氏に父親が西陣
での修業を依頼 したことによる。父親はM氏の
8歳上の兄が,私立大学を出て大企業に就職し
ても,学閥でつらい立場にあることを聞か され
ていたし,何よりも山口伊太郎氏の成功に心を
魅かれ,二 代目社長の自分の子どもにや らして
みたいと考えていたようだ。その意味ではM氏
機 業 組 織 図1
⑱ 一会長一
社長(45歳)丁稚奉
公か ら23歳で独立
(ス タ ッ フ)
A民 販売,40歳,入社35年,歴16年,高卒後印刷機のセールス・独立希望(出
入の染屋の紹介)
B氏 製造係(工場との連絡),33歳,入社42年,歴14年,高卒入社
C氏 新製品の開発,34歳,入社48年,歴8年,高卒後高島屋の呉服部で6～7
年勤務
D氏ABCの 補佐,31歳,入社47年,高卒後ふとん店一年勤務,C氏 の弟,歴
9年 、.、
E氏 総務,54歳,入社51年,織物関係の営業から紹介,歴5年
i
兵庫工場
工場長,57歳,入社27年,歴29年,賃機の家
に生まれる→市電の運転手→賃機,家 が狭い
ので工場で製織希望.西 陣地域第二工場長経
験。工場長の補佐,入社48年,歴6年,24歳,
兵庫県出身
1
本社工場(西陣地域)
工場長,56歳,入社31年,歴25年,
西陣関係の営業→ 自前機→失敗(30
歳),住居なし,工場開設希望
i西陣
地域第二工場
工場長,30歳,入社43年,
歴13年,中卒入社,現在の
兵庫工場長の育成による
一43-一
のレフナレンズ ・パーソン34)は第一に山口氏で
あり,第 二に奉公先の 「オヤッサン」(現在の
会長,義 父)で はなかろうか。
18歳(昭和28年)で奉公に入ったM氏 は,ま
ず 「オヤッサン」の所有す る17台の出機回 りか
ら初まり,あ らゆる事をや らされた(当時はM
氏 と 「オヤッサン」の二人で全てを行なってい
た)。M氏は 山口氏か ら 「5年で西陣をおぼえ
られんようだったら一生おまえは丁稚だぞ。」
の言葉を胸に,自分を高めねばと考えた。そこ
でM氏 は,油絵を習い,南画,清 元,小 唄,陶
芸,そ して茶道 といった広い意味の文化 ・教養
の確得にあった。そういった自己開発の視点は
あらゆる伝統工芸に眼をむけることとな る。例
えば,優 れた菓子が固定的客層をつかんでいる
事実を発見す ることにより,M氏は帯における
顧客,M氏 の織 る帯の ファンの形成 とい う経営
戦略を考えた。
昭和35年(丁稚奉公か ら7年)ご ろには,独
立を考えていたが,ま だ 決心が つかないで い
た。 「オヤッサンがつ くるような帯はどないに
した らできるもんやろか」とM氏は迷い,「オヤ
ッサン」の行動 を観察す ると,「オヤッサン」は
夜,外 出 しパチンコをや り,そして木屋町,祇
園を散歩 して帰ってくる。その散歩の間に,街
の女性の和装の流行,好 みを知 り,仕事のヒン
トにしていたことを発見した。それで も,また
依然として独立の決意がつかず,苦 悩していた
ところに,ヨ ガに接する機会を得,ヨ ガの修練
会に 一週間参加 した ところ,「何かしらカンが
さえて きた」といった自覚ができ,や っとの事
で独立の決心ができた。また,「オヤッサン」か
らは家業を継いでほ しいという申し出があ り,
「オヤッサン」の娘 と結婚。本格的な織元 とし
ての経営にの りだ したのである。
従来,「オヤッサン」の経営方針では,「織機
は17台が限界」,「西陣とデンボは大 きくなると
つぶれる」の言葉 を守 り,出機の拡大は行なわ
なかった。しかしM氏は,現在の工場長が,昭
和31年ごろに 「出機では家が狭いので共同作業
場を造 ってほしい」と頼みに来たので,まず,
北区の北山通に,共 同作業所を開設,手 機5台
を設けて内機の開始である。
出機か ら内機への転換を考えだしたのは,織
手である出機の要求に端を発するものである
が。製織管理の面や,若 い織手の養成を考えて
の方針転換であったようだ。現在,三 工場で70
台近 くの手織機をコン トロールしているが,「オ
ヤッサン」は一人で出機17軒をコン トロールし
ていたのに対 し,M氏は4名 のスタッフと3名
の工場長 を組織することで,70という織機を動
かすことができる。M氏 の表現を借 りれば,「機
屋は 自分の 感覚で やるもので あって,例 えれ
ば,織 手が演奏家で織元はコンダクターみたい
な関係ですやろか。い くらいい演奏家(織 手)
が いても,それを こなせる コンダ クター(織
元)が いないことにはいい帯はできません。私
も,図案を練 る時,大体10のうち2本 ほどは図
案の先生の ものを,あ との8本 は私が自分で書
きますが,自分の工場で織れ る品物でないとい
けませんので,あ の織手はこんなガラが得意や
からとか,こ のガラはあの人(織 手)に 織 って
もらお うと考えながら絵を書 きます」 とい うこ
とになる。
事例研 究 ∬ 一 大織元 ・内機中心一
1)企業の概要
対象企業は,手織機を主に力織機を従にした
帯の製造 ・販売を一貫 して行な う,西陣では最
も大 きな機業の一つである。従業員数426名(本
社関係55名,市内工場147名,亀岡工場133名,
島根工場91名),工場数6ケ所(京都市内2,府
下1,島 根県3),織機台数は すべて 内機で手
織機335台,力織機78台,計413台。
創業は戦前であるが,戦争で転業,戦 後21年
には再興,26年には法人化をしたが,そ の後一
度倒産 した。会社再興後,昭 和40年代に 「和装
ブーム」を反映 して,他 の機業家は手機から力
織機に転換 しつつある最中に,逆 に力織機を手
機に戻 して成功した。企業経営は 近代性を求
め,手機による工場制生産が特徴である。 カジ
ュアルな帯に重点をおいている。
2)対象者の生活歴
仮 りに対象者をF氏 と呼ぶ。F氏 は現在74歳
である(明治40年生まれ)。F父の 父親は丹波
の農家の長子に生まれたが,幼 なくして父親 を
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機 業 組 織 図置 皿
1企 画 会議
社 長 専 務
74歳,丁稚奉公
から25歳で独立
常 務 ト
社長の
義 弟
社長の長
男,42歳
機業規模
従業員数
設備台数
1繦 長会議
鑼 驚}q[tl426,
手 織 機335台
力 織}機78台
合 計413台
亡 くし,農家では生活ができず小学校を卒業す
るとす ぐに西陣に丁稚奉公にくる。西陣でも大
きなY織物商店に勤めた父親は25歳の時に独立
した。F氏が生まれたのはちようど父親が独立
した時である。父親は最初,5台 の手織機を自
宅に設置 して織手に来て もらっていた。約10年
後には二人の番頭 と二人の丁稚を雇用 し,内機
5台,出機30台を所有する織元に成長 していっ
たQ
F氏は,大正13年に 市立第一工業(現在の洛
陽工業高校)を卒業,すぐに父親の手伝いをしな
が ら仕事をマスターしていき,F氏が24,5歳ぐ
らいには父親の跡を継ぎ経営 を始めた。当時は
現在 と異なり,一度売れ出した帯は続けて何年
も売れ,機 業の拡張は比較的や りやすかったよ
うだ。最盛時には約100台の出機を所有するま
でになったが,次 第に戦時色が強 くな り商売が
できなくなったので昭和17年,F氏36歳の時に
西陣から転業 し弟 と共同で軍需工場を設けた。
戦後は21年に機業を再開 した。昭和26年に会
社組織にし内機中心に拡大 していった。企業の
項で も述べたが,昭和40年代に力織機か ら手機
に転換。近代的経営 と,手機による工場制生産
で成功,現在の地位 を確立して今 日に至ってい
る。
ヨ 意 匠 部
一1総 務 部
事例 研 究 皿 一大織元 ・出機中心一
1)企業の概要
乳対象企業
は,着尺,帯,染 を総合的に経営 し
一陣 製劃 靉 羅歳
部 長,49歳
一1 第2製 造部31年 入社一歴31年
ヂ
部 長,37歳H 第3製造部 社長の次男
ヨ 営 業 部
ている西陣ではユニークな企業である。織機は
手織機は全て出機で約300台。力織機は自家工
場で65台(市内に4ケ所),出機で60台を所有
している。出機は市内よりも丹後の方が多い。
富山に工場所有。
創業は戦前からである。大正7年 に初代(現
在の社長の父)は 愛知県江南市 か ら西陣に 転
居,江 南市 では家困工業的機屋を,やって いた
が,当時西陣で成功(着尺)していた親類をたよ
った ものである。昭和6年 に下長者御前か ら千
本今出川東の現在地に転居,着 尺の製織を工:場
制で経営 していた。9年 には現社長が帯の問屋
奉公から独立,着尺 と帯の仲買を併行 させ た
が,12年には徴兵 されたり,その後の戦時経済
で営業は共同組合形式で行ない,転業 を余儀な
くされる。
戦後は,昭和22年に10台の力織機を購入。糸
の配給が受けられず困っていたが,江 南市の製
糸工場か ら糸の供給を受けることができ,製織
開始。その後,着尺を 中心 に 織機台数を増 や
し,自家工場主義で40年には市内に10ケ所の工
場で130台の力織機 を所有する。三人の息子の
成長により,染(友禅,ろ うけつ)手機,婚 礼
衣装部門を開拓。総合化が展開され,販売網が
拡充 されてくる。一方,45年ぐらいから,織手
の不足 と過疎対策 としての丹後への出機が増大
して,内機中心かち出機申心へと経営方針が変
化し現在にいたっている。
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機 業 組 織 図 皿
社 長H専 務H常 務1一
68歳,問屋丁稚A.50歳,繊 維大
奉公か ら21歳で 学卒後入社,営
独立 業担当
B.38歳,社長の
次男,外 注部門
を担当
社長の長男,40
歳,高 卒後3年
間染屋に勤務,
染織部担当
三轗}一
一染 織 部(大 津 市)
一婚礼衣装部*監査役,35歳,社長の三男,
一内機工場 大卒後,名古屋の商社で7年
一営 業 部 間勤務・ リー ス ・販売担当
一意 匠 部
〔注 〕 役 員 は,社 長,専 務(2名),常 務,監 査 の5名 で あ る。
2)対象者の生活歴
仮 りに対象者をY氏 と呼ぶ。Y氏 は大正2年
生まれで68歳である。三人の息子をそれぞれ会
社の役員に配置 し,Y氏は社長 として全体の総
括をする。生 まれは愛知県江南市の古知野 とい
う伝統的な繊維の町である。生家は家内工業的
な機業を歴代営んでいたが,母親の従弟が西陣
で成功 していたので大正7年 に,一家4人 で京
都に移ってきた。西陣では着尺で夏物の絽 と紗
を製織 していたがいわゆる自前業者であった。
昭和2年 にY氏 は旧制中学を卒業,父 親の知人
の紹介で帯の上仲買商に丁稚奉公を始める。9
年に仲買商店を辞めて独立,父 親の製織と併行
して買継ぎ商を行なう。商いが軌道に 乗 り出
したが,12～15年まで兵役,兵 隊か らもどった
年に結婚,Y氏27歳であった。妻 は5歳年下で
同じ愛知県の 一宮出身で あった。16年には長
男誕生,18年には次男 も生まれたが戦時中で企
業整催にあい,18年には織機 を全て供出して転
業を行な う。18年の秋には再び徴兵 され,21年
の4月 に復員 した。統制経済下のため転業 し機
を供出したY氏 には糸の供給は受けられず事業
再開は困難であったが,22年に何 とか10台の力
織機 を購入,兵 隊にいっていた もとの織手 も復
員してきたのであとは糸を手に入れる問題だけ
が残 った。そこでY氏 は 出身地の 古知野に訪
ね,親類の製糸家か ら農家の 自家用繭を仕入
れ,それを西陣で製織 し糸と織物を交換するこ
とか ら事業は再開された。
事業は内機主義で拡張 され,優 れた販売力で
昭和40年には市内に10ケ所の工場を所有 し,
120台の 力織機を 内機で行なった。その後は出
機に切 りかえ工場は使用 しな くなったので,45
年には富山に工場を設立(社長は地元の農協 組
合長で織手 もUターン者であるが,原料は全て
Y氏の方か ら供給する形態)。丹後の 出機 もY
氏の工場で織手をしていたUタ ーン者が大部分
である。
Y氏には3人の息子があるが,長男はこれか
らの織物は染を重視せねばならないとするY氏
の判断で,高 卒後,知人の染屋に修業に出して
いる。現在は大津市の方に三ケ所の工場を所有
し,友染,ろ うけつ染を中心にあらゆる染物を
営んでいる。次男は高卒後,Y氏 の店で営業を
おぼえ,現在は外注部門を管理 している。三男
は同志社大学 を卒業後,名 古屋の商社に入社,
7年間勤務。現在は婚礼衣装のリースと販売を
担当している。役員には繊維大学を出て,Y氏
の もとで長年勤めているA氏がいるが,基 本的
には家族で経営は固められている。
Y氏Q言 葉によると 「このi数年の不況は今ま
で経験 した ことが ないような深刻な ものです
が,こ んな時ほど織元にとっては優れた織手が
得 られ る絶好の機会です。」と,全国に 販牽網
を もつ営業能力 と,染,織,着 尺,帯 といった
多角的営業 といったユニークさでますます特徴
を発揮す るY氏である。
5.ま と め
機業家の生活史,ラ イフヒス トリーを聴取す
るなかで,西 陣機業の階層構成 を展望 してみた
わけであるが,事 例研究で対象 とした機業家に
み られるだけでな く,他の多くの西陣の機業家
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は,その成長過程として基本的には,問屋の丁
稚奉公か ら仕事を開始している例が一般的であ
ることがわかった。一般に理解 されているよ う
に,賃機層,あ るいは自前機か らの織元への上
昇移動は非常にまれなケースと考えられる。
その意味で,西 陣の階層構造は,1)産 業資
本家と呼ばれる階層,2)織 元 といわれ る内機
と出機 をコン トロールす る階層,3)自 営業者
層 とされ る,零細な家族従業者層,4)賃 織業
者,あ るいは単に出機 と称 される,西陣の最下
層を構成する,の4階 層に区分 されよう。それ
らの構成比は,西工調査を参考に分析すれば,
織元階層 と考 えられるのは,西工組合員の約1
割,120～130企業かと考 えられる。資本金別構
成比でいえば,資本金1,000万円以上,従 業員
数でいえば21人以上,織機台数で規定すれば50
台以上の機業家を基本的織元層と規定され,そ
れ以下の自営業者層 と,賃織層は流動性の著 し
い階層 と考えられる。賃織層の階層構造につい
ては別稿で論じた35)
〔註〕
1)繊維産業の二重構造と西陣機業との関係について
は黒松巌 『西陣機業 現状とその諸問題』京都市経
済局,1969年,6-11頁。
2)西陣は産地問屋と集散地問屋(室 町)へ の二面依
存性と因習的取品慣行とが重なって複雑な流通シス
テムを形成しをいる6
3)松本通晴教授は従来の西陣研究の焦点を,①西陣
機業がいかなる時点からマニュファクチュアの段階
に入ったと規定するか,② 西陣機業が他の機業 と機
業地にたいしていかなる影響を与えてきたか,③現
代資本主義発展の中で,近代化の遅れた西陣機業の
生産 ・流通 ・労働の基本的諸過程が関連産業も含め
てどのように変容してゆくのか,の 三つに集約され
ると指摘している。 「西陣機業者の地域生活一 と
くに西陣機業を規定する地域生活の特質につし)て
一 」同志社大学 『人文学』第109号,1968年,抜
刷,1-3頁。
4)京都市において行政区数は現在11であるが,そ の
下に199の学区がある。行政事務,お よび住民自治
活動の単位であって行政事務補助機関および地域住
民団体が組織されている一定の地域である。1979年
現在で北区は18,上京区で17の学区がある。三宅一
郎 ・,村松岐夫編 『京都市政治の動態』有斐閣,1981
年,に おける上田惟一 「京都市の地域構造」に学区
の説明がなされているので参照。
5)機業分布図,関連産業分布図 は,京都市 経 済局
「西陣機業の立地基盤改善に関する調査」1965年,
がある。
6)松下隆章氏は,この地域に,西 陣としての特殊の
事情,も しくは慣習の如きはすべてζの地域に固有
されているとする。松下隆章監 『京都伝統と文様
西陣織工』美及美,1978年,2頁。
7)松本氏前掲論文,4-5頁。
8)新しい西陣づくり計画審議会 「新しい西陣づくり
計画」1970年,59頁。
9)奥村達夫 「西陣/オ チョーナイ」,上田篤 『京町家
・コミュニティ研究」鹿島出版会,1926年,120頁。
10)広原盛明 「混合地域と併用住宅一 西陣地域の再
開…発における住宅問題」『都市問題研究』No・215・
・・:年,17頁。
11)西陣織物工業 組合編 『京都 ・西陣 の魅力』 浪速
社,1973年,参照。 こρような規定は,同 組合の
「定款」第3条 の地区規定の包括性にあるといえよ
う。
12)学区別に機業の実態を調査されたものでは,西陣
機業調査委員会の 「西陣機業の生産構造」1955年,
があるが,これはデーター的に古く,今日では相当
な変化があると思われる。この当時で業者密度の高
い学区は柏野(38.8%),翔鸞(20.500),待鳳(20.8
%),乾隆(21.7%),成逸(21.7%),西陣(19.8°o),
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